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事例６ 

 

１ コーディネーターについて                            

 ○自治会とのつながり 

 地域連携の取組の初めとして、毎年実施していた授業公開の案内を学校が所在する自治会に配布したい

と考えた。しかし、どこへ連絡すればよいかわからなかったため、教頭が卒業生に問い合わせたところ自治会

の区長の連絡先にたどり着き、回覧板に案内チラシを入れてもらえることになった。このつながりをきっかけとし、

区長が地域の窓口の役割を担ってくれている。 

 ○社会福祉協議会とのつながり 

 市の社会福祉協議会の職員がコーディネーターとなり、福祉施設等の要望を把握して、学校に活動を依頼

してくれている。社会福祉協議会との連携は、学校長が協議会主催の会議に委員として参加していることがき

っかけとなっている。 

 

２ コーディネーターとの連携の実際                          

 ○音楽部と自治会の連携 

 音楽部は、以前から市の音楽祭に出演し、練習の成果を発表していた。昨年度、音楽祭での発表を見た学

校近くの自治会の方から、音楽部の生徒に自分の地域で演奏会を実施してほしいとの依頼があり、公民館主

催の行事に参加し、地区の人を対象に演奏会を行った。このように、音楽部は部の活動として地域連携を行

ってきたが、窓口となっている区長を通して自治会の回覧板に演奏会の案内を入れたところ、広く地域住民

に情報を提供することができ、新たな方が演奏会を見に来てくれるようになった。部の活動が地域に広がって

きている。 

○「防災キャンプ」の取組を通した地域との連携 

 真岡工業高等学校は、平成 26 年に県の「県立学校未

来創造推進事業」の委託を受け、特色ある教育活動として

防災教育の充実と地域防災の活動拠点としての活動に取

り組んでいる。学校が災害時の避難所指定を受けているこ

とから、学科の特徴を生かし、非常用電源装置や防災かま

ど等を製作し、避難所に必要な設備の充実を図った。その

設備を使い、災害時を想定した「防災キャンプ」を夏に実

施した。実施にあたり、自治会を通して周辺地域の住民に

も参加を呼びかけたが、今年度は残念ながら地域からの参

加はなかった。しかし、案内を出したことで様子を見に来て

くれた方もいて、顔をつなげることができた。キャンプの活動

を通し、今後に向けてよいつながりができた。 

 

○「真心工房」の活動 

 真岡工業高等学校では、「ものづくりを通した地域貢献」を目指し、生徒が学校で学んだ成果を生かして地

域住民の困ったこと（建具の調整、網戸の張り替え等）をお手伝いする「真心工房」というボランティア活動を

行っている。最近では、個別の依頼だけでなく、市の社会福祉協議会からの依頼もある。 
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○「真工高だより」の作成・配布 

 地域の方々にとって、高等学校は小・中学校と比べて地元の自分たちの学校という印象がなく、足を運ぶこ

とも少ないため、学校の教育活動を知ってもらったり、理解してもらったりする機会がない。そこで、学校の情

報を地域に積極的に発信していくため、地域の方を対象にした「真工高だより」を地域連携教員が作成、回覧

板を通して配布している。内容は、授業公開・学校公開、音楽部の演奏会の様子等、地域連携活動に関す

るものを主に掲載している。 

 

３ 成果と課題                                   

 ○成果 

自治会の区長が地域側の窓口の役割を担ってくれるようになってから、地域の方に学校に来てもらう機会

や学校の学習内容を知ってもらう機会が増えたと感じる。高等学校が地域にとって少しずつ身近な存在にな

っているのではないかと思う。また、区長とのつながりができたことで、地域への情報発信の機会が増え、多く

の方々に学校のことを知ってもらえるようになった。このことから、今まではつながっていなかった地域の方が

学校に来てくれるようになったり、連絡をしてくれるようになったりして、地域連携に関する活動が少しずつ広が

りを見せている。 

「真心工房」の活動を通して、生徒は、学校で学んだ成果を地域に還元することができ、自分の技術や制

作物が地域のために役立っていることを見たり感じたりすることができている。地域の方が喜んでくれている姿

を見ることは、生徒にとってとてもよいことであると感じている。 

 ○課題 

現在は特にないが、これから連携が広がることで、新たな依頼が増えることも想定される。依頼が増えること

はうれしいことではあるが、依頼の内容が生徒が対応できる簡易的なものでなくなってしまった場合、対応が

できなくなってしまう恐れがあると考える。 
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